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By Mrrsumrso Sasakawa D 


1 bevat/ATHAOIBL Pupation of Elygma narcissus CRAMER 

1960 年 , 京都 府立 大 学 農 学部 構内 の 昔 畑 東側 に 栽植 され た シン ジ 。 Ailanthus altissima Swincis (12 年 生 , 高 
刈 仁 立 で 樹高 約 2m, 各 樹 は 約 1.7m お き に 1 列 に 並 な ) に シン ジュ キノ カワ ガ が 発生 し た と き , アト ラン ダム 
に 15 株 を 選び 出し その 由 化 場所 に つい て 調べ た 結果 を 述べ る . 

老 熟 幼虫 は 樹 度 を か じ り , その 細 片 を つづ り 合 わせ て まゆ を つく る . し た が っ て , 踊 化 場所 の 木 は だ の 色 や 物 
体 の 色 に よっ て まゆ の 人 色 は 多少 異な る . 大 部 分 の 幼虫 は 摂 食し た 樹幹 上 で まゆ を つく る が , 適当 な と ころ を 求め 
て 移動 し た 後に 幅 化 する こと も ある . た と えば , 電柱 , 他 の 樹種 や 5 一 20m も 離れ た 建物 の 側板 や 白壁 上 で も ま 
ゆ を つく る の を みた . 

樹幹 上 で は , 樹高 60 一 8Ccm お よび 160~200cm の 位置 に まゆ を つく る も の が 多い (第 1 図 ). 後者 は 調査 樹 が 
高利 に 仕立 て られ て いる た め ,。 で と ぼ と の は な は だ し いこ ぶ 状 の 樹 頂 直下 に ほぼ 相当 し て いる の で まゆ を つく る 
足場 と し て 適し て いる と 考え られ る . し か し , 興味 ある こと は 電柱 上 に も と これ と ほぼ 同じ 高 さ の 位置 で 同じ よう 
な 2 峰 型 の 度数 分 布 が な み ら れ た こと で ある . し た が っ て , 本 種 が 星 化 する 物体 上 上 の 高度 に つい て は な ん ら か の 微 
気象 的 要因 が 丸 響 す る の で は な か ろう か . 
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F — 220 Fig. 1. Frequency distribution 
= ー240 ss. of cocoons on the trunks of 
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i es Fig. 2. Sections on surface of 
! trunk. 
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Table 1. Distribution of cocoons on four Table 2. Analyses of variance of the distribu- 
surface-sectionS of trunks of ailanthus tion of cocoons between surface-sections of 
trees, trunk and trees. 
X s Section) Sees ee = soa ki ヤッ ニー デー ニー の Sum of Degree = of aa os T N ーーーーー・ Ss 
tee こと I l I Hut IV Term square freedom Variance F 
No. 1 3 Section 5.33 3 1.78 0.89 
2 i 2 Tree 14.73 14 1.05 0.53 
4 3 2 1 Error 83. 67 42 1. 99 
5 1 2 3 1 
6 1 1 a 
7 3 1 1 また , By EAA 第 2 XN NN LE Ste 4 部位 に 
8 5 1 け , BUNS K o THAR DR SDE eer 
2 
P 5 7 ee E E 
11 2 1 2 い よ 96 ある が 分 散 2 分 析 の 結 IR 表面 部 位 別 J また は 
12 1 2 1 1 樹木 別 の 差 が な いと いう 仮説 を す て る わけ に は いか な 
13 3 2 1 
14 5 2 2 い . すなわち , いずれ も 差 が ある と の 結論 は くだ し 
15 2 1 4 we ane 
Total 21 25 17 13 
Summary 


Pupation usually 


life is completed. However, 


takes place on the surface of trunk of a ailanthus-tree on which the larval 


the pupae are often found on the surface of electric pole or wall ot 


house. There were two major peaks of distribution of cocoons, and they occured at about the same 


height on each surface of ailanthus-tree and 


electric pole. Analyses of variance showed that the 


differences in the number of pupae between the surface-sections of trunk were insignificant. 


2 
従来 , バラ の 害虫 と し て の ホソ オビ アシ プ ブ ト クチ 
た その 幼 晶 を 時 お り バ ラ 園 で 見 か けた りす る 程度 で 
た . と ころ が , 数 年 前 か ら 近 畿 地方 に 
THEE ZINTA. 本 種 の 生態 に 関し て は , 


れ て いる が か が (緒方 1958), 


こ お い て は , ほか の バラ E ft 


私 は 1960 年 来 機会 ある こ 


ホソ オビ アシ ブ ト クチ バ の 生活 史 Life history of Parallelia arctotaenia GUENÉE 


SVE ASE ERE ICA LC RD, シャ クト リ 中 に 
, 食害 量 も 少な いた めか さほど われ われ の 注意 を ひか な か っ 

ラ こ 比 べ て その 発生 量 の 増加 と と も に 被害 に つい 
食 草 と し て ヒマ , HF 2 NBs LOMAS. 7 CDSE S 
と に 本 種 の 生活 史 や 加 守 状況 に つい て , 室内 お よび 室外 で 


似 





調査 観察 を 行っ て きた の で ここ に 判明 し た 新知 見 の 2・3 を 報告 する 





i EDN 雌 成 中 は 常に 新知 の 頂 盾 より か ぞ え て 510 菜 位 の 菜 の 裏 に 1 粒 ず つ 産 卵 す る . 卵 は 光沢 ある 淡 黄 
thf, ほぼ 球形 , 直径 約 0.35mm で , 卵 期間 は 4 一 6 日 で ある 
ii. 摂 食 状況 第 1 一 2 NN PILL TRI SO CUMBIA GWA IEEE ST. 第 
AGL EO Sy page ss KO MOPAR ROA? BPM o TREL, AIROK ORDNAR. BRENK) 
ae KB OAME TUE, 王 脈 また は 葉柄 上 に 静止 し て いる が , 第 3 令 期 以 後 の 幼 虫 は 食害 葉 か ら 離 れ て , H 
陰 に な る 某 の 上 また は 茎 と 支柱 と aA 
iii, 幼虫 令 数 お よび 幼虫 期間 1961ER R D ALORA fay ORL OWOSSO OWL 1 
a es ae ee E a A na 
C, 室温 下 で クラ イミ ング ロー ズ (ピース ' ORE ME Ly MEE CHM ERZO WMO AE & US BO HE 


FIC K o TREER O TARON FT ore. 
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AFP VHA Ola: VET 2 表 に 表示 し て ある . お の お の の 変異 曲線 は 6 つの 独立 し た 山 か ら な り , owk E 
紀 遇 に お ける 数 々 の 知見 と 同じ よう に , 本 種 の 幼 忠 に つい て も 頃 幅 の 滑 定 に よっ て 容易 に 令 期 の 判定 が で きる 。. 
すなわち 。 幼 出 は 通常 5 回 脱 度 し , 6 令 を 経過 する . 雄 は 5 令 を 経る の み で 疲 化す る こと と が ある (3 例 ). BLA 
QPEL MES, 最終 令 期 は 最も 長く ) 他 の 令 期 間 ee 日 で ある . 標準 偏差 は 令 が 進む に つれ て 大 
きく な っ て いる が , BMC RULE EASY. 成長 比 は 全 令 を 通じ て 一 定 で は な く , 第 2 令 か 
ら 8 令 に うつ る と き が 瘍 大 で , 若 令 期 の 値 は 第 4 令 以後 の 値 1.42 一 1.46 に くら べべ て や や 大 きい . 

iv. FAS 第 日 食 餅 紫 を と りか える と き に 食害 面積 を 方 眼 紙上 で 求め た (第 34). ae WIHT CR 208 D 
WERT. GS 令 期 まで の 幼 出 は 各 令 の 中 期 に も っ と も 多く 食し , 第 6 SMW ECHR RAH AHL, MHEN 
2 一 8H に 最大 量 を 示し 以後 減少 する . これ は ある 程度 成長 が 行わ れる と , 変態 へ の 生理 的 A に その 時 
期 以後 は 減少 する と 考え る WRAY UV ORIEL OMB EATS. 各 令 0 Tit ( 各 令 の 測 
定 値 を その 前 の 令 の 値 で 除 し た も の ) は 平均 3.75 (2.02~5.12) で , 第 3 令 か ら 4 令 に うつ る と き 設 大 値 を 示す . 
A C. 84+0. 56x (z は 令 数 ) な る 関係 式 が えら れ た ・ 

Y. RAE 導 洪 幼 遇 は 土 中 の すき まや 落葉 の 間 に ま ゆ ゅ を つく っ て 果 化 する ・ 

vi, 生活 史 196C 年 秋 , 室内 飼育 お よび 屋外 で 採集 し た 越冬 凡 は 憶 5 月 下旬 か ら 6 月 に わた っ て 羽化 し , 第 1 
HERONS T 月 下旬 。 第 2 世代 の も の は 8 月 下 名 9 月 上 人 9, 第 3 世代 の も の は 月 中 旬 一 10 月 に 和 に 麗 化す る ・ 
しか し (の 六 の いく ら か は その まま 越冬 状態 に 入る . この 経過 は 第 4 表 に 示し た よう に , SPR CUE 
か ら 秋 に か にし 令 期 の 幼 東 が み ら れ る の で 被告 が 大 きい . な お , 秋 末 に 羽化 する 成虫 の 前 次 の 白色 帯 は 夏季 の 
OO EPO (092 E &DB OMB, ZIVOILOV CAME Bie wI—KT A. 























Table 1. Larval duration (day) of Parallelia arctotaenia reared on leaves of the 
climbing rose ‘Peace’, Sept. -Oct. , 1961, Kyoto. 











Jaser I Il 1 IV V VI | Total 


Mean | 1.34 Sy: 95 2.18 2. 81 2.90 5.66 16. 66 
Range 1.26-1.45 1.90-1.97 2.10-2.23 1.97-4.58 2.50-3.17 4.63-7.08 14. 95-18. 29 











6 Mean | 1.40 1.98 2. 43 3.10 7.42 — | 16.33 





Table 2. Mean value of head width, its range, standard deviation, coefficient ot 
variation, and the growth ratio. 














Instar Measured | Mean (Mim) ae nave. SID |e eee ご こら 
i 4 7 0. 8299-0. 0071mm 0.30-0.35mm | 0.0189mm 5.73% | =k 
1 11  0.5941+0.0104 0. 47-6. 56 | 0.C345 | 6.84 | 1.53 
jl 16 0.8619-+0.0228 0.70-0.96 0.0896 10.40 1.71 
TV 13 1.3982 土 0.0270 1.28-1.52 0.0991 7.09 1.62 
V 22 Ii.9868 エ G.0334 1.75-2.10 0. 1568 7.89 1. 42 
VI 16 2. 9002-+-0. 0353 2. 71-3. 12 0.1412 4. 87 1. 46 




















Tabie 3. Feeding area (mm?) of leaves during the larval instars, Sept. -Oct., 1961. 














Instar | I I m IV V VI | Total 
‘Mean 24. 33 49. 25 173. 67 889. 60 3383.14 14545. 62 19065. 61 
Range | 17-30 43-56 146 -226 484-1269 2341-4685 10159-24825 | 14163-24235 
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Table 4. Life-history of Parallelia arctotaenia in Kyoto, 1960-1961. 















































e : eggs, 一 : larvae, + : pupae, ©: adults. 
I I Ii IV V VI Vil | Vil | Ix | X | XI | XI 
t+ ttt +[t tty HHH 
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OOO 
ie il er el Ua ae ee 
Summary 


The biological observations on the larval stages of Parallelia arctotaenia GUENEE were carried 
out from 1960 to 1961 in Kyoto. Populations of this moth throughout the rose fields and gardens of 
Kinki district have become increased since 1958. The results of research are as follows: (1) Female 
moths lay eggs singly on the underside of young leaves. (2) Young larvae to 2nd instar feed on the 
underside of leaves, remaining the upper cuticle, and rest near the feeding places or on the main 
veins and petioles of leaves. Older larvae, however, eat through the leaf, mostly remaining the 
main vein and rest on the stems in the shade by days. Mature larvae make cocoons and pupate in 
the soil or under the fallen leaves. (3) The majority of larvae have 5 moultings while passing thr- 
ough 6 instars, but in male rarely 5 instars, Larval duration is about 17 days (Table 1). (4) From 
the day of hatching the largest width of head capsule of each larva was measured once a day with 
ocular micrometer (Table 2). It is possible to determine the instar of a larva by the measurement 
of the head width. (5) Larvae eat about 20 leaves to complete their development and the greatest 
amount of food was consumed by the last larval instar (Table 3). The relation between the larval 
instar (x) and the feeding area of leaf (y) is shown by the following formula: log y = 0.84 + 0.56z. 
(6) Three to four generations occur in a year; hibernation in the pupal stage. Some puparia of 3rd 


generation overwintered and gave rise to adults in the following May 一 June (Table 4). 





NII-Electronic Library Service 


